
広報うちなだは再生紙を使用しています。

2003

11
No. 490

〔主な内容〕

平成15年度内談町表彰 （P2～3）

内談町呉江市友好都市提携10周年 （P4）

公職選挙法における寄附等の禁止について

（P5）



平
成
三
年
二
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
一

月
三
十
一
日
ま
で
の
三
期
十
二
年
間
に
亘
り
、

内
談
町
助
役
と
し
て
本
町
行
政
の
発
展
と
町

勢
の
伸
展
に
ご
尽
力
さ
れ
、
卓
越
し
た
見
識

と
情
熱
に
よ
り
、
町
政
の
重
要
施
策
を
推
進

し
、
本
町
に
お
け
る
地
域
自
治
振
興
の
実
現

に
大
き
く
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
、
内
談
町
公
共
施
設
等
管

理
公
社
の
理
事
長
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の

理
事
・
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
町
民
福
祉
の

向
上
と
町
政
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
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表

彰

者

内
談
町
で
は
毎
年
、
自
治
功
労
者
表
彰
条
例
・
表
彰
条
例
・
ス

ポ
ー
ツ
賞
条
例
・
青
少
年
学
術
文
化
奨
励
賞
条
例
・
町
民
文
化
活

動
賞
条
例
に
基
づ
き
、
十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
発
足
当
時
か
ら
選
手

の
発
掘
・
指
導
に
ご
尽
力
さ
れ
、
自
ら
も
町
代
表
選
手
と
し
て

河
北
郡
体
育
祭
・
県
民
体
育
大
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

ご
指
導
さ
れ
、
三
度
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
、
昭
和
五
十

五
年
に
は
チ
ー
ム
が
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
か
ら
は
町
体
育
協
会
の
常
任
理
事
と
し
て
協

会
の
運
営
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
平
成
元
年
か
ら
町
体
育
指
導
委
員
、
平
成
七
年
、
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上
及
び
体
育
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
に
町
弓
道
協
会
入
会
当
時
か
ら
、
協
会
の
運

営
に
積
極
的
に
参
画
さ
れ
、
県
民
体
育
大
会
で
は
監
督
と
し
て

町
弓
道
チ
ー
ム
を
幾
多
の
栄
光
に
導
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
自
ら

も
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
平
成
十
年
に
は
全
国
健
康
福
祉
祭

弓
道
競
技
に
出
場
さ
れ
、
団
体
三
位
入
賞
の
原
動
力
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
か
ら
は
協
会
の
副
会
長
と
し
て
協
会
を
統
括
さ

れ
、
各
種
弓
道
大
会
を
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
な
ど
ご
尽
力
さ
れ
、
弓
道
競
技
の
普
及
・
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

金編 健一氏
（向粟崎）

谷 桂介氏
（緑台）

昭
和
五
十
七
年
町
音
楽
協
会
創
立
以
来
十
四
年
間
、
会
長
と

し
て
協
会
の
女
性
コ
ー
ラ
ス
「
波
」
の
幅
広
い
活
動
を
常
に
リ

ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
町
の
音
楽
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
は
ま
な
す
大
学
や
老
人
保
健
施
設
等
で
、
歌
唱
指
導

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
歌
を
通
じ
て
生
き
る
喜
び
や
励
ま

し
を
与
え
、
町
民
へ
の
奉
仕
に
誠
意
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
五
年
か
ら
は
、
石
川
県
コ
ー
ラ
ス
連
盟
副
会
長
と
し
て
、
県
音
楽
文
化
の
発
展
に
も
尽
力

さ
れ
、
町
詩
吟
協
会
員
、
俳
文
学
協
会
員
と
し
て
も
熱
心
な
活
動
を
続
け
、
幅
広
い
文
化
活
動
と

本
町
の
文
化
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

飴谷菊枝氏
（鶴ヶ丘）

昭
和
五
十
四
年
内
談
町
文
化
協
会
発
足
と
と
も
に
、
絵
画
工

芸
協
会
に
入
会
以
来
、
同
協
会
の
理
事
と
し
て
文
化
協
会
発
展

の
た
め
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
美
術
展
委
嘱
作
家
と
し
て
、
優
れ
た
作
品
づ
く
り

の
か
た
わ
ら
、
鶴
ヶ
丘
陶
芸
教
室
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
ら
れ

最
近
の
陶
芸
ブ
ー
ム
の
拡
大
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
か
ら
は
工
芸
協
会
会
長
と
し
て
、
会
員
の
技
能
、

技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
町
民
へ
の
普
及
に
力
を
注
が
れ
、
本
町
の
文
化
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 三野外喜雄氏

（緑台）

齋藤惠三氏
（緑台）

体
育
功
労
賞

町
民
文
化
活
動
賞

自
治
功
労
賞

昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
八
年
ま
で
、
ま
た

平
成
三
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
二
十
年
間
に

亘
り
、
内
談
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

こ
の
間
、
議
会
議
長
、
議
会
副
議
長
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
、
産
業
土
木
常
任
委
員

会
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
高
潔
な

人
格
識
見
と
優
れ
た
手
腕
に
よ
り
、
町
政
の

重
要
施
策
の
推
進
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

前崎隆夫氏
（室）

内談町表彰
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表

彰

者

●個人
◯小・中学生
神田 遼（バドミントン）
出村宗大（サッカー）
金山 空（空手）
池勝麻莉（水泳）
野口涼介（柔道）
池田記之（柔道）
八幡千明（柔道）
松岡裕太郎（卓球）
法花堂歩（卓球）

◯高校・大学生
橋本真奈（空手）
宮村太郎（レスリング）
丸一優美（水泳）
横山昇吾（水泳）
干場佑輔（野球）
高真紗代（剣道）
岩井 彩（剣道）
佐藤克人（レスリング）
山路佳奈（剣道）
藤田涼香（剣道）
宮下寛也（剣道）
吉島尚哉（柔道）
岩田健一（バレーボール）
津幡一哉（ボクシング）
島野佑介（水泳）

蔭田直樹（柔道）
中居貴光（卓球）
宮尾 昌（空手）
兼井彩子（水泳）
田中康規（スキー）
松永尚治（テニス）
岡村基弘（テニス）
野村武雅（水泳）

◯一般
河瀬麻希（バスケットボール）
横川茉美（バスケットボール）
高道 茜（バスケットボール）
石増涼子（バスケットボール）
向 建吉（空手）
濱邊裕恵（スキー）
酒井由紀恵（水泳）
酒井雅之（水泳）
三宅基実（水泳）
米増英朗（水泳）
南加代子（水泳）
得西司津子（水泳）
甲野三郎（水泳）
蓑しげ子（水泳）
本田有子（水泳）
柚木惠美子（水泳）
森 一雄（水泳）
丸岡秀夫（テニス）
宮田文男（グラウンドゴルフ）
横田法男（グラウンドゴルフ）

●団体
向粟崎イーグルス（少年野球）
内談高等学校自転車競技部
金沢医科大学サッカー部
内談町柔道連盟
内談町空手道協会
内談町バスケットボール協会
内談町弓道協会
内談SV愛好会（ソフトバレーボール）
内談愛好会（野球）

●団体
内談中学校吹奏楽部

●個人
島田真帆（内談中学校）
山田美恵（内談中学校）
向出雪乃（内談中学校）
須崎健司（内談高校）
村北香衣（内談高校）

●個人（一般）
西村潤一（スキー）
水上志乃（ソフトテニス）

●個人
◯小・中学生
山崎貴大（水泳）

◯高校・大学生
丸一泰雅（水泳）
森川 一（相撲）
吉野純奈（チアリーディング）

◯一般
喜多 喬（相撲）
佐藤俊介（相撲）
山上慈明（相撲）
油木 恵（トランポリン）
井上正俊（野球）
西川由紀子（バスケットボール）
錦野匠一（サッカー）
吉田貴宏（サッカー）
村瀬恵都子（ゴルフ）
小西真知子（ボウリング）
西谷幸枝（卓球）
尾本英臣（水泳）

国際スポーツ賞

スポーツ賞

スポーツ奨励賞

青少年学術文化奨励賞

平
成
三
年
に
初
当
選
さ
れ
、
以
来
三
期
十

二
年
間
に
亘
り
、
内
談
町
議
会
議
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
こ
の
間
、
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
委
員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
決

算
特
別
委
員
会
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
る
と

共
に
、
内
談
町
監
査
委
員
と
し
て
、
資
性
温

厚
に
し
て
謹
直
な
お
人
柄
に
よ
り
、
本
町
行

政
の
重
要
施
策
の
推
進
並
び
に
町
民
福
祉
の

向
上
と
町
政
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

古村生亥氏
（鶴ヶ丘）

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
七

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
五
期
十
五
年
の
永

き
に
亘
り
、
そ
の
尊
い
人
間
愛
・
社
会
愛
の

精
神
を
基
調
と
す
る
民
生
児
童
委
員
と
し
て
、

地
域
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
、
児
童
・

生
徒
の
健
や
か
な
心
身
の
育
成
を
図
る
と
共

に
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
や
支
援
活
動
に

奔
走
さ
れ
る
な
ど
、
内
談
町
の
福
祉
の
向
上

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生田敏雄氏
（宮坂）

福
祉
賞

昭
和
六
十
二
年
初
当
選
以
来
、
十
五
年
九

ヶ
月
余
に
亘
り
、
内
談
町
議
会
議
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
こ
の
間
、
議
会
副
議
長
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
、
決
算
特
別
委
員
会
委

員
長
等
を
歴
任
さ
れ
る
と
共
に
、
各
種
委
員

会
の
委
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
謹
厳
実
直

な
お
人
柄
に
よ
り
、
町
政
の
重
要
施
策
の
推

進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
、
本
町
の
地
方
自
治

の
本
旨
実
現
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

中村銑司氏
（鶴ヶ丘）

平成15年度
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友

好

都

市

内談町・呉江市友好都市提携 1 0 周年

平成5年10月7日、内談町と中国呉江市との間で行政・経済・文化・教

育等の友好交流と相互協力を定めた協定書が交わされました。そしてそ

れからちょうど10年目となる平成15年10月7日、馬明竜市長をはじめ

とする呉江市代表団6名を迎え内談町役場町民ホールにおいて「内談町・

呉江市友好都市提携10周年記念式典」が行われました。

この式典において馬市長は「互いに協力し、両国の幸福のため少しでも

役立つよう、共に努力していきましょう」と述べられ、また、式典のなか

で岩本町長と馬市長により今後の友好交流に関する協議書に調印がなさ

れ、さらなる友好交流を誓い合いました。

呉江市代表団の方々は10月7日当日の午前に内談町に到着し、8日に

行われる呉江市駐日連絡事務所の開設セレモニーのために翌朝には千葉

に向かうという厳しい日程でしたが、商工会表敬訪問、中国庭園「秀 苑」

での記念植樹、友好都市提携10周年記念式典、記念祝賀会など積極的に

活動されました。

尚、呉江市代表団の6名は次の方々です。

呉江市長 馬 明竜

呉江市副市長 姚 林栄

呉江市分湖観光区管理委員会主任 李 建炯

江蘇盛氏国際投資集団有限公司 社長 盛 後泉

呉江市駐日連絡事務所副所長 呉 新宇

呉江市人民政府外事弁公室副課長 張 文傑

内談町・呉江市
友好都市提携10周年

◯
呉
江
市

呉
江
市
は
上
海
市
に
隣
接
す
る
江

蘇
省
の
最
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
の
4
倍
も
あ
る
太
湖
の
恩

恵
を
受
け
、
気
候
も
温
暖
で
農
業
・

漁
業
等
が
盛
ん
で
す
。

ま
た
、
金
融
都
市
上
海
を
支
え
る

地
方
都
市
の
一
つ
と
し
て
近
年
急
激

に
発
展
し
て
い
ま
す
。
人
口
約
80
万

人
。
市
域
面
積
1,
1
7
6
h
。
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選

挙

選挙区内にある者に対する寄附は、特定の場合を除き、いかなる名義をもってするを問わずできません。
例えば、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝、お祭りの寄附、餞別等も選挙区内の者に対して贈ることができません。
なお、候補者等が自ら出席する結婚披露宴及び葬式における祝儀や香典の供与を除き、すべて罰則の対象となります。
また、有権者が公職の候補者に対し寄附を勧誘又は要求することも同じく罰則をもって禁止されています。

公職の候補者は選挙区内にある者に対し、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状、寒中見舞いなどの時候のあいさ
つ状(電報などを含む)をだすことは禁止されます。
印刷した時候のあいさつ状に政治家が住所と氏名を自筆したものや、ワープロによる時候のあいさつ状は自筆のものと

は認められませんし、年賀電報、電子郵便、ファックスにより送る年賀のためのあいさつ状も禁止されます。

公職の候補者等の寄附の禁止 
（公職選挙法第199条の2第1項～第4項）

公職の候補者等の寄附の制限違反 
（公職選挙法第249条の2第1項～第7項）

年賀状等のあいさつ状の禁止 
（公職選挙法第147条の2）

寄附のない三ない運動とは
お金のかからないきれいな政治や選

挙の実現を目指して、「贈らない」「求め
ない」「受けとらない」をスローガンに、
公職の候補者等の寄附禁止を広める運
動です。

お問い合わせは 内談町選挙管理委員会 286－6720

選挙のめいすい(明推)くん

明るい選挙の「三ない運動」

温水プール臨時休館のお知らせ
温水プールの修繕工事のため、しばらくの間、臨時休館

させていただきます。

休館の期間は、改めて、掲示、回覧、町ホームページカ

レンダー等でお知らせいたします。

お客様には大変ご迷惑をおかけすることとなり申し訳あ

りませんが、ご了承のほどお願いいたします。尚、トレー

ニングルーム、テニスコート及びその他体育施設は通常ど

おり営業していますので、ご利用のほどお願いいたします。
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最
優
秀
賞

清
湖
小
学
校
6
年

狩
山

舞
絵

優
秀
賞

西
荒
屋
小
学
校
5
年

北

も
え
の

西
荒
屋
小
学
校
5
年

前
崎

成
実

大
根
布
小
学
校
3
年

岡
崎

成
恵

入
選西

荒
屋
小
学
校
6
年

川
辺
真
梨
子

清
湖
小
学
校
6
年

宿
野

加
奈

西
荒
屋
小
学
校
5
年

中
新

稔
真

西
荒
屋
小
学
校
4
年

中
井

美
友

西
荒
屋
小
学
校
4
年

宮
崎

薫
乃

清
湖
小
学
校
4
年

野
村

有
希

清
湖
小
学
校
4
年

川
野
な
ぎ
さ

大
根
布
小
学
校
4
年

浜
本

藤
吾

大
根
布
小
学
校
3
年

甲
野
真
莉
子

大
根
布
小
学
校
1
年

斉
藤

綾
乃

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
11
月
28
日
ま
で
役

場
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

内
談
町
で
は
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
生
活

環
境
の
形
成
を
目
指
し
て
町
民
、
事
業
者
及

び
町
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
環
境
美

化
条
例
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
環
境
美
化
条
例
が
町
民
一
人
ひ
と

り
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
小
学
生
を
対
象
に

「
環
境
美
化
」を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
下

記
の
方
々
が
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

〔
低
学
年
の
部
〕

内
談
凧
名
人
賞

米
田

真
吾
（
大
根
布
）

谷
口

真
耶
（
向
粟
崎
）

内
談
凧
博
士
賞

中
村

歩
夢
（
宮
坂
）

三
上

秀
也
（
北
部
土
地
区
画
）

奥
村

星
香
（
大
学
）

木
下
由
梨
奈
（
向
粟
崎
）

ド
リ
ー
ム
賞

南

至
（
西
荒
屋
）

中
左

杏
寿
（
西
荒
屋
）

山
田

隼
也
（
鶴
ヶ
丘
）

三
谷

彩
加
（
緑
台
）

高
下

桃
実
（
大
根
布
）

浜

ほ
の
か
（
金
沢
市
）

〔
高
学
年
の
部
〕

内
談
凧
名
人
賞

大
和

大
氣
（
千
鳥
台
）

大
和
真
吏
奈
（
千
鳥
台
）

内
談
凧
博
士
賞

大
門

弘
明
（
向
陽
台
）

松
井

健
悟
（
大
根
布
）

霞
流

涼
（
鶴
ヶ
丘
）

森
下

優
里
（
鶴
ヶ
丘
）

ド
リ
ー
ム
賞

笠
嶋

風
太
（
鶴
ヶ
丘
）

岩
崎

直
道
（
千
鳥
台
）

桶
谷

潤
（
千
鳥
台
）

西
田
亜
珠
沙
（
鶴
ヶ
丘
）

木
下
絵
里
華
（
向
粟
崎
）

玉
作

陽
子
（
金
沢
市
）

内
談
町
子
ど
も
凧
遊
び
大
会
が
10
月
12
日

（
日
）、
内
談
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
絶
好
の
凧
日
和
で
、
参
加

し
た
2
4
0
名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
作
の

カ
メ
の
形
を
し
た
凧
を
風
に
乗
せ
、
凧
揚
げ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
「
願
い
札
」
を
貼
っ
た
2
つ
の
大
凧
揚

げ
に
、
父
母
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
ど
ち
ら
も
見
事
に
舞
い
上
が
り

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
創
作
凧
を
考
案
し
た
凧
名

人
の
小
関
章
さ
ん
も
東
京
か
ら
応
援
に
か
け

つ
け
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
凧
揚
げ
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

子
ど
も
凧
遊
び
大
会

最優秀賞に輝いた狩山舞絵さんの作品

内
談
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
次
の
方
が
10
月
1
日
よ
り
任
期
1
年
間
で

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

内
談
町
教
育
委
員
会
委
員
長

打
越

伸
二
（
鶴
ヶ
丘
2
丁
目
）

委
員
長
職
務
代
理
者

金
田

孝
子
（
向
粟
崎
4
丁
目
）

凧
・
環
境
美
化
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連
合

婦
人

会

『
笑
顔
』

野
村
良
恵

「
野
村
さ
ん
、
お
願
い
で
き
な
い
か
し
ら
。」

と
、
婦
人
部
長
さ
ん
か
ら
、
こ
の
意
見
発

表
会
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
婦
人

部
会
の
席
上
で
し
た
。「
と
て
も
と
て
も
、

私
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
第
一
、
皆
さ
ん
の

前
で
す
る
話
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。」と
、

お
断
り
し
ま
し
た
。
が
、
そ
の
席
上
で
出

席
の
他
の
方
々
に
一
回
り
聞
い
て
み
て
も

誰
も
手
を
上
げ
る
方
は
、
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
一
度
、
部
長
さ
ん

か
ら
「
ど
う
か
し
ら
。」と
、
言
わ
れ
、
婦

人
部
副
部
長
の
お
役
を
い
た
だ
い
て
い
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
仕
事
ら
し
い
仕
事
も
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
何
よ
り
、「
よ
り

よ
い
生
き
方
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
聞
い
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
事
が
今
の
私
に
と
っ
て
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
の
お
話
を
受

け
る
事
に
し
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
事
が
そ
の
時
の
私
に
と
っ
て
必
要
な
の

で
は
と
思
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
こ
ろ

の
私
は
自
分
が
「
う
つ
病
な
の
で
は
な
い

か
」
と
感
じ
て
い
た
か
ら
な
の
で
す
。
婦

人
雑
誌
や
健
康
雑
誌
の
診
断
項
目
の
チ
ェ

ッ
ク
を
す
る
と
、
う
つ
病
と
は
な
り
ま
せ

ん
か
ら
、
単
に
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
気
が
晴
れ
な
い
。

面
白
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
怒
り
っ
ぽ
い
。

何
も
し
た
く
な
い
。
行
き
た
い
所
も
な
い
。

ご
飯
も
お
い
し
く
な
い
。」と
い
う
状
況
が

一
ヶ
月
近
く
も
続
い
て
い
て
、
思
う
よ
う

に
家
事
も
で
き
ず
、
そ
の
こ
と
で
ま
た
自

分
に
嫌
悪
感
を
も
っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ

う
な
状
態
で
気
が
付
く
と
、
自
分
の
顔
か

ら
表
情
が
消
え
て
い
る
の
が
自
分
で
わ
か

る
の
で
す
。

あ
る
日
私
が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
、
夕
食

を
作
っ
て
い
る
と
、
一
番
下
の
娘
が
台
所

に
と
ん
で
き
て
、「
お
母
さ
ん
今
日
の
お
か

ず
、
な
ん
や
。」と
顔
中
を
笑
顔
に
し
て
尋

ね
ま
し
た
。
私
は
答
え
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
そ
の
と
き
、
私
の
顔
は
無
表
情
で
筋

肉
は
こ
わ
ば
り
、
娘
の
方
に
向
き
表
情
を

作
り
、
笑
顔
で
言
葉
を
か
け
る
。
と
い
う

こ
と
が
と
っ
さ
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
る
で
ぎ
し
ぎ
し
と
音
を
立
て
る
よ
う
に

筋
肉
は
動
き
、
無
表
情
の
顔
か
ら
や
っ
と

出
た
言
葉
は
「
あ
る
も
の
や
」
と
い
う
素

っ
気
な
い
言
葉
で
し
た
。

学
校
か
ら
帰
っ
て
か
ら
私
の
帰
る
6
時

過
ぎ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
一
人
で
過
ご
す
末

娘
で
す
。
お
腹
を
へ
ら
し
て
帰
り
の
遅
い

母
親
を
待
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ

な
の
に
、
冷
た
い
言
葉
し
か
出
な
か
っ
た

自
分
。
笑
顔
さ
え
作
れ
な
か
っ
た
自
分
に

愕
然
と
す
る
思
い
で
し
た
。
こ
れ
で
は
子

供
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
と
心
配

に
も
な
り
、
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
う
簡
単
に

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
頃
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
こ

ん
な
言
葉
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。「
人

は
楽
し
い
か
ら
笑
う
の
で
は
な
い
。
笑
う

か
ら
楽
し
く
な
る
だ
。」と
言
う
の
で
す
。

少
し
大
袈
裟
で
す
が
、
そ
の
時
私
は
ま
る

で
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
出
口
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。

今
ま
で
自
分
の
顔
か
ら
笑
顔
が
消
え
た

事
を
気
に
病
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

楽
し
い
事
が
無
い
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
そ
う
じ
ゃ
な
く
、
自
分
が
笑

わ
な
い
か
ら
楽
し
く
な
く
な
っ
た
の
だ
と

気
づ
い
た
の
で
す
。

私
の
憂
鬱
の
特
徴
は
、
帰
宅
途
中
、
仕

事
場
か
ら
家
に
近
づ
く
に
つ
れ
気
が
重
く

な
る
こ
と
で
し
た
。
本
当
な
ら
、
娘
が
待

っ
て
い
る
家
へ
飛
ん
で
帰
り
た
い
も
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
で
は

な
い
の
で
す
。
原
因
は
仕
事
の
疲
れ
も
あ

る
の
で
す
が
、
同
居
し
て
い
る
主
人
の
父

親
と
顔
を
合
わ
せ
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
る
の
で
す
。

主
人
の
父
親
は
、
2
年
前
に
半
身
麻
痺

に
な
り
か
け
て
入
院
し
て
か
ら
、
以
前
に

増
し
て
言
葉
が
不
明
瞭
に
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
も
っ
と

優
し
く
接
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
と
、
そ
う
で
き
な
い
現
実
と
の
間
で
、

後
ろ
め
た
さ
に
近
い
感
情
を
持
っ
て
い
た

の
で
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
笑
う
門
に
は
福
き
た
る
。
仕

事
か
ら
帰
っ
て
き
て
台
所
に
入
る
前
に
笑

顔
で
「
た
だ
い
ま
。」と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

挨
拶
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
は

じ
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
笑
顔
も
、
だ
ん

だ
ん
自
然
に
な
っ
て
き
て
、
い
つ
の
ま
に

か
落
ち
込
ん
で
い
た
気
分
も
よ
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
2
年
前
の
入
院
以
来
、

要
支
援
だ
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
介
護
保

険
も
今
年
か
ら
は
自
立
と
な
り
、
私
よ
り

大
変
な
人
は
大
勢
い
る
の
に
こ
れ
ま
で
な

に
を
悩
ん
で
い
た
の
か
、
と
今
で
は
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
今
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け

て
、
自
分
と
し
て
は
憂
鬱
と
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
は
気
づ
い
て

い
る
の
か
い
な
い
の
か
、
そ
の
間
特
に
私

を
注
意
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
静
か
に
見

守
っ
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
家
族

に
は
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
結
局
自

分
を
救
う
の
は
自
分
し
か
い
な
い
の
で
す

が
、
そ
の
自
分
が
笑
顔
を
忘
れ
た
と
き
、

婦
人
部
の
方
々
な
ど
周
囲
の
人
た
ち
の
何

気
な
い
や
さ
し
さ
や
笑
顔
に
い
つ
も
気
づ

か
さ
れ
、
笑
顔
を
忘
れ
て
い
る
自
分
に
笑

顔
を
取
り
戻
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
た
ち
女
性
の
多
く
は
、
家
庭
の
主
婦

で
あ
り
、
母
で
あ
り
、
妻
で
す
。
毎
日
が

一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
の
連
続
で
悩
み
の

種
は
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
悩
み
を
抱

え
る
度
に
落
ち
込
ん
だ
り
、
鬱
に
な
っ
て

い
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
家
の
主
婦

が
暗
く
な
れ
ば
、
家
庭
が
暗
く
な
る
の
で

す
か
ら
。
こ
れ
か
ら
も
落
ち
込
む
事
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
が
ん
ば

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
こ
の

お
話
を
私
に
持
っ
て
き
て
く
れ
た
、
笑
顔

の
素
敵
な
婦
人
部
長
さ
ん
に
感
謝
し
て
、

私
の
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。

連
合
婦
人
会
婦
人
意
見
発
表
大
会
が
10
月
22
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
に
は
ア
カ
シ
ア
地
区
の
野
村
良
恵
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
野
村
さ
ん
に

は
11
月
22
日
（
土
）
に
内
談
町
で
行
わ
れ
る
河
北
郡
婦
人
意
見
発
表
大
会
に
出

場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
合
婦
人
会
婦
人
意
見
発
表
大
会
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図
書
館

情
報

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

発
想
転
換

は
っ
そ
う
て
ん
か
ん

の
ス
ス
メ

山
崎

や
ま
ざ
き

え
り
子こ

わ
か
る
！
新
選
組

し
ん
せ
ん
ぐ
み

山
村

や
ま
む
ら

竜た
つ

也や

資し

本
金

ほ
ん
き
ん

1
円え

ん

で
会
社

か
い
し
ゃ

が
作つ

く

れ
ま
す

金
森

か
な
も
り

重し
げ

樹き

祇ぎ

園お
ん

の
教
訓

き
ょ
う
く
ん

岩
崎

い
わ
さ
き

峰み
ね

子こ

夫お
っ
と

よ
！
あ
な
た
が
い
ち
ば
ん
ス
ト

レ
ス
で
す

村
越

む
ら
こ
し

克よ
し

子こ

脳の
う

の
か
ら
く
り

竹
内

た
け
う
ち

薫
か
お
る

こ
れ
が
流
通

り
ゅ
う
つ
う

の
「
新
常
識

し
ん
じ
ょ
う
し
き

」
で
す
。

島し
ま

田だ

陽
介

よ
う
す
け

白し
ろ

い
花は

な

散ち

っ
た

時
実

と
き
ざ
ね

新し
ん

子こ

女お
ん
な
の
と
な
り

乃の

南な
み

ア
サ

ト
ゲ
ト
ゲ
の
気
持

き

も

ち

阿あ

川が
わ

佐
和
子

さ

わ

こ

「
新

あ
た
ら

し
い
人ひ

と

」
の
方か

た

へ
大お

お

江え

健
三
郎

け
ん
ざ
ぶ
ろ
う

殺
人

さ
つ
じ
ん

の
門も

ん

東
ひ
が
し

野の

圭け
い

吾ご

光ひ
か

っ
て
み
え
る
も
の
、
あ
れ
は

川
上

か
わ
か
み

弘ひ
ろ

美み

武
家

ぶ

け

用
心
集

よ
う
じ
ん
し
ゅ
う

乙
川

お
と
が
わ

優
三
郎

ゆ
う
ざ
ぶ
ろ
う

一
〇
〇
万
回

ま
ん
か
い

の
言い

い
訳わ

け唯
川

ゆ
い
か
わ

恵け
い

◎
ブ
ッ
ク
・
リ
サ
イ
ク
ル

内
談
町
総
合
文
化
祭
に
あ
わ
せ
古
く
な
っ
た
雑
誌
等
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
す
。
一
人
10
冊
ま
で
無
料
で
す
。

掘
り
出
し
物
が
あ
る
か
も
、
探
し
に
来
ま
せ
ん
か
？

日
時

11
月
9
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

内
談
町
文
化
会
館

◎
土
曜
お
話
し
会

毎
月
第
二
土
曜
日
に
お
話
の
会
「
が
ら
が
ら
ど
ん
」
の
皆
さ
ん
が
、

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま
す
。
み
ん
な
、
来
て
ね
、

待
っ
て
ま
す
！

日
時

11
月
8
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

内
談
町
文
化
会
館

一
階

和
室

〔
「
知
ら
な
い
子
」 

　
　
　
　
宮
澤
章
二
・
詩
、国
土
社
刊
〕 

図
書
館
情
報

●●『
里
山
百
花
』

江
南

和
幸

著

比
叡
山
の
麓
に
移
り
住
ん
だ
著
者
が
、
滋
賀
の
里

山
で
採
取
し
写
し
と
め
た
花
実
の
ス
ケ
ッ
チ
1
0
5

点
を
ほ
ぼ
原
寸
、
カ
ラ
ー
で
掲
載
。
そ
れ
ぞ
れ
の
植

物
の
特
徴
や
故
事
、
和
名
と
学
名
（
ラ
テ
ン
語
）
の

由
来
に
つ
い
て
の
文
章
を
付
す
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

●●『
知
っ
て
る
よ
う
で
知
ら
な
い

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
楽
器
お
も
し
ろ
雑
学
事
典
』

緒
方

英
子

著

弦
楽
器
、
木
管
楽
器
、
金
管
楽
器
、
打
楽
器
、
鍵

盤
楽
器
、
楽
器
を
支
え
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
計
6

章
で
、
楽
器
と
奏
者
に
ま
つ
わ
る
素
朴
な
疑
問
に
答

え
ま
す
。
楽
器
に
対
す
る
本
音
と
愛
情
が
た
っ
ぷ
り

つ
ま
っ
た
お
も
し
ろ
楽
器
本
。

●●『
本
郷
か
ま
と
さ
ん
、
長
寿
の
日
常
』

真
弓

智
恵
子

著

本
郷
か
ま
と
さ
ん
。
1
8
8
7
年
、
奄
美
群
島
徳

之
島
生
ま
れ
。
3
つ
の
世
紀
を
生
き
抜
い
て
き
た
、

世
界
最
高
齢
の
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
。
二
日
寝
て
、

二
日
起
き
る
。
か
ま
と
さ
ん
と
家
族
の
た
く
ま
し
く

お
お
ら
か
な
日
々
。
元
気
で
長
生
き
の
秘
密
に
迫
る
。

お
知
ら
せ
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消
防
だ

よ
り

◇
新
着
ビ
デ
オ

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
第だ

い

3
期き

10
巻か

ん

第だ
い

4
期き

9
巻か

ん

第だ
い

5
期き

10
巻か

ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
か
ら
だ
の
ふ
し
ぎ
」・

「
ど
う
ぶ
つ
の
ふ
し
ぎ
」
等

ふ
し
ぎ
シ
リ
ー
ズ
10
巻か

ん

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド

「
近
藤

こ
ん
ど
う

典の
り

子こ

ア
イ
デ
ア
収
納
塾

し
ゅ
う
の
う
じ
ゅ
く

」

シ
リ
ー
ズ
3
巻か

ん中
野
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

「
海
嶺

か
い
れ
い

」

ラ
イ
フ
（
株
）

「
塩
狩
峠

し
お
か
り
と
う
げ

」

ラ
イ
フ
（
株
）

「
利
家

と
し
い
え

と
ま
つ
」
前
編
・
後
編

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
健
康

け
ん
こ
う

に
な
る
肩か

た

こ
り
解
消

か
い
し
ょ
う

体
操

た
い
そ
う

」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
健
康

け
ん
こ
う

に
な
る
腰
痛

よ
う
つ
う

防ぼ
う

止し

体
操

た
い
そ
う

」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
簡
単

か
ん
た
ん

な
ゲ
ー
ム
で
動う

ご

こ
う
」

オ
フ
ィ
ス
ム
ー
ブ

他
11
巻

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

1
２
８
６
―
１
９
３
０

FAX
２
８
６
―
１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999

秋
季
火
災
予
防
運
動

「
十
一
月
九
日
（
日
）
〜

十
一
月
十
五
日
（
土
）」

標
語「

そ
の
油
断

火
か
ら
炎
へ

災
い
へ
」

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
の
よ
り
一

層
の
普
及
と
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の

発
生
や
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
事
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
寒
く
な
り
ス
ト
ー
ブ
等

の
暖
房
器
具
を
多
く
使
い
ま
す
。
火
災

は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
等
が
原
因
で
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
防
火
指
導

等
の
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
十
二
時
、
十
七
時
に
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

七
つ

の
ポ
イ
ン
ト

―
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
―

（
三
つ
の
習
慣
）

1
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

2
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

3
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

（
四
つ
の
対
策
）

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

2
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

3
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

4
お
年
よ
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？

火
災
時
の
情
報
案
内

1
2
8
6
―

1
9
9
9

内
談
町
消
防
本
部
で
は
町
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
い

ち
早
く
情
報
を
提
供
す
る
た
め
火
災
の
発
生
場
所
等
（
地
区
名
）
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
（
2
8
6
―

1
9
9
9
）
で
情
報
と
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
沢
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
の
「
と
き
め
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
」（
9
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
の

副
音
声
で
も
、
同
様
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

火
災
発
生
時
に
は
、
一
般
電
話
に
よ
る
問
合
せ
は
混
雑
し
て
不
通
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

119番通報のマニュアル

1ダイヤルを回す。又はプッシュする。
2火災ですか、救急ですか。（火災・救急の区別をする）

例「火災です」「救急です」
3場所はどこですか？ 目標になるものはありますか。

例「○○丁目の○○番地です」「○○小学校の前です」
4お名前は。

例「○○です」
5電話番号は。

例「2○○-○○○○」
6状況はどうですか。

例「私の家の台所が燃えています」

「子供がケイレンを起こしています」

「乗用車同士の事故でケガ人が2名います」

その他、男性・女性の区別、年齢等も聞きますので、

一つ一つ確実に答えましょう。

※携帯電話で内談町内から119番通報した場合は、一

旦金沢市消防本部に入った後、内談町消防本部に転送

されるシステムとなっています。

十
一
月
九
日
は
一
一
九
番
の
日

火
災
や
救
急
救
助
の
情
報
が
迅
速
・
正
確
に
消
防
署
へ
通
報
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
十
一
月
九
日
を
「
一
一
九
番
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

一
一
九
番
通
報
は
、
一
般
の
電
話
と
違
い
緊
急
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
が
動
転
し

て
、
上
手
に
場
所
な
ど
を
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

通
報
内
容
は
す
べ
て
消
防
職
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
通
報
は
、
あ
わ
て
ず
に
、

落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
電
話
機
の
そ
ば
に
は
、
一
一
九
番
通
報
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
貼
っ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。



平
成
15
年
度
文
部
科
学
大
臣
社
会
体
育
優
良
団
体
に

内
談
町
弓
道
協
会
が
10
月
10
日
（
金
）、
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
に
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
石
川
県
か
ら
は
個
人
2

名
4
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
は
平
成
元
年
に
は
県
知
事
か
ら
社
会
体
育
優

良
団
体
を
受
賞
さ
れ
、
今
年
度
の
県
民
体
育
大
会
に
は

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾
る
な
ど
優
秀
な
成
績
を
収
め

て
お
り
、
ま
た
、
弓
道
教
室
を
開
設
す
る
な
ど
弓

道
競
技
の
普
及
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

10
月
12
日
（
日
）
鶴
ヶ
丘
小
学
校
駐
車
場
に
お
い
て
、

鶴
ヶ
丘
東
地
区
自
主
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鶴

ヶ
丘
東
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で
の
初
め
て
の
防
災
訓

練
で
あ
り
、
住
民
の
方
が
ど
れ
だ
け
参
加
さ
れ
る
か
不

安
は
あ
っ
た
も
の
の
、
当
日
は
約
1
2
0
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
応
急
手
当
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
で

は
対
処
法
を
習
得
し
、
ま
た
集
合
を
呼
び
か
け
る
放
送

が
聞
こ
え
づ
ら
か
っ
た
な
ど
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、

第
1
回
目
な
が
ら
実
り
の
多
い
防
災
訓
練
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
防
災
訓
練
は
災
害
時
必
ず
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
で
き
る
限
り
参
加
す
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

2003.11.5.（10）

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

ヶ
丘
東
地
区

自
主
防
災
訓
練

鶴

10
月
3
日
（
金
）
宮
坂
保
育
所
で
生
け
花
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
、
保
育
所
に
来
た
子

か
ら
順
番
に
生
け
て
い
き
ま
す
。
当
日
は
黄
組

さ
ん
が
お
花
を
生
け
る
日
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
見
て
い
た
ピ
ン
ク
組
（
2
歳
）
の
子
た

ち
が
ど
う
し
て
も
や
っ
て
み
た
い
と
飛
び
入
り

参
加
。
コ
ス
モ
ス
、
菊
、
千
日
紅
や
ひ
ま
わ
り

で
見
事
な
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど

も
と
い
え
ど
も
花
の
色
や
、
匂
い
、
形
を
感
じ

る
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
、
実
際
に
触

れ
る
こ
と
で
情
操
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

け
花
上
手
に

で
き
る
か
な

生 9
月
よ
り
行
っ
て
い
ま
し
た

海
賊
船
遊
具
の
塗
装
工
事
が
完

了
し
ま
し
た
。
色
あ
せ
て
い
た

海
賊
船
も
色
鮮
や
か
に
な
り
ま

し
た
。
工
事
期
間
中
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
以
前
に

も
ま
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

談
町
総
合
公
園
の

海
賊
船
遊
具
に
つ
い
て

内

談
町
弓
道
協
会

文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

内



内
談
町
体
育
協
会
が
今
年
設
立
40
周

年
を
迎
え
、そ
の
記
念
祝
賀
会
が
10
月
13
日
、

内
談
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
会
員
ら

約
百
人
が
節
目
の
年
を
祝
い
、
一
層
の
飛
躍

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
席
上
、「
40
年

の
歩
み
」
と
題
し
た
記
念
誌
が
配
ら
れ
た
ほ

か
、
永
年
、
体
育
に
功
労
の
あ
っ
た
優
良
団

体
及
び
功
労
者
に
特
別
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
優
良
団
体
及
び
功
労
者
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

10
月
16
日
（
木
）
内
談
体
育
館
に
お
い
て
、

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
の
方
々
。

「
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」と
い
う
人
か

ら
、「
や
る
か
ら
に
は
勝
た
ね
ば
」と
い
う
人
ま

で
様
々
で
、
笑
顔
と
気
迫
が
あ
ふ
れ
る
大
会
会

場
で
し
た
。
競
技
の
結
果
、
宮
坂
チ
ー
ム
と
室

チ
ー
ム
が
ト
ッ
プ
の
得
点
で
並
び
、
な
ん
と
大

会
史
上
初
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
着
を
つ
け
る
と
い

う
こ
と
に
。
6
回
戦
に
ま
で
及
ぶ
白
熱
し
た
ジ

ャ
ン
ケ
ン
大
会
の
末
、
第
1
位
宮
坂
チ
ー
ム
、

第
2
位
室
チ
ー
ム
、
第
3
位
大
根
布
チ
ー
ム
と

決
定
し
ま
し
た
。

2003.11.5.（11）

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

9
月
22
日
（
月
）
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
付

近
に
お
い
て
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
岩
本
町
長
と
と
も
に
内
談
町
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
と
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進

隊
の
皆
さ
ん
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
う

な
が
し
、
マ
ス
コ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手

渡
し
ま
し
た
。
5
月
に
も
行
わ
れ
た
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て

交
通
事
故
が
少
し
で
も
減
少
す
る
と
い
い
で
す

ね
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
安
全
運
転
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

通
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
て

交

気
は
つ
ら
つ
、

高
齢
者
パ
ワ
ー
！！

元

談
町
体
育
協
会

設
立
40
周
年
祝
う
！

内
内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

1
２
８
６
│

６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│

０
６
１
７

設
立
40
周
年
特
別
表
彰
被
表
彰
者

優
良
団
体
表
彰

内
談
町
空
手
道
協
会

内
談
町
柔
道
連
盟

内
談
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

内
談
町
弓
道
協
会

功
労
者
表
彰

山

康
弘
（
野
球
協
会
）

橋
本
佳
和
（
野
球
協
会
）

本

郁
夫
（
剣
道
連
盟
）

古
村
生
亥
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

角
屋
真
澄
（
卓
球
協
会
）

高
松

薫
（
卓
球
協
会
）

三
宅
基
実
（
水
泳
協
会
）

中
井

豊
（
水
泳
協
会
）

岩
上
涼
一
（
弓
道
協
会
）

松
川
幸
子
（
弓
道
協
会
）

松
川
拓
三
（
ク
レ
ー
射
撃
協
会
）

松
村
俊
夫
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
）

北
村
富
子
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
）

山
森
久
美
子
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
）

角
谷
隆
通
（
ス
キ
ー
協
会
）

浜
田
昌
三
（
ゴ
ル
フ
協
会
）

長
井

宏
（
ゴ
ル
フ
協
会
）

岡
部

修
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

A:He came to the wedding in jeans!
（彼ったら結婚式にジーンズで来たのよ！）
B:I know. He doesn't have any common
sense.（知ってるわよ。彼って全然常識がないのよ。)

"He doesn't have any
common sense."

ヒー ダズント ハヴ エニィ コモン センス
（彼って全然常識がないのよ。）

POIN
T!

common senseは「常識」です。good senseは「良識」、a
person with senseというと「分別のある人」という意味に
なります。

やっほー！ みなさんは元気でお過ごしでしょうか？
今私はオーストラリアにいます。僕の兄の結婚式のた

めに帰国させていただきました。実家はゴールドコース
トなので今は春です（日本と逆ですね）。内談はどうです
か？ 大分寒くなったでしょうか？
今回の知っとった？ には、オーストラリアの結婚式

についてご紹介したいと思います。いいけ？

実は日本の結婚式に行ったことがありますが、オース
トラリアでの結婚式は初めてでした。日本の結婚式はオ
ーストラリアとほとんど一緒だなあと思いましたが、実
は異なるところがたくさんあります。今日は4つの違い
を簡単にご紹介します（もちろん個人差がありますけど、
下記に書いている違いは一般的だと言えます）。

服
装

お
祝

挙
式

ケ
ー
キ

男性は白いネクタイに黒いスーツを着
る。
いわゆる礼服ですよね。男性は一着あ
ると非常に便利。

ご祝儀を渡し、新婚夫婦からお返しを
いただく。
引き出物というものですよね。結婚式
の帰りは荷物がいっぱい。

式は短い。

よく分かりませんが…。

ネクタイやワイシャツ、スーツの色や
形が自由（結婚式とはとても思えない
くらい個人差がある。一番驚いたのは、
僕の弟が黒いスーツに黒いネクタイをつけてたこ
と。びっくり！ どっきり！ でも新郎と間違え
ることがなければ何でもOK）。

一般的に、ご祝儀より贈り物を渡す。特
に、新しい家庭を作るため役に立つ物
をあげる（電化製品、花瓶など）。最近は
贈り物よりご祝儀がほしいと言う新婚さんが増え
ているが、伝統的な結婚式ではこれは×。そして、
お返しがナイ！

ミサの中で式をすることがよくある（40
分以上かかることが珍しくない）。

ウェディングケーキは白くて、中は干
しぶどうがたくさん入っている。ケー
キは切ってから、来客がお土産として
持って帰る。そのために大きいケーキを準備する
ことが大切。
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暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

跳
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

内
談
町
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
で
は
、
一
般

の
方
を
対
象
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
楽
し
く
跳

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
週
水
曜
日
夜
8
時

か
ら
9
時
30
分
ま
で
『
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
初
心
者

教
室
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

や
ス
キ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
運
動
不
足
や

ス
ト
レ
ス
の
解
消
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
目
的

は
様
々
で
す
が
、
楽
し
く
跳
ん
で
い
ま
す
。

跳
ん
で
み
た
い
な
と
思
わ
れ
る
方
、
宮
坂
の

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
月
・
火
・
水
曜
日
の
夕
方
に
幼
児

対
象
と
し
た
教
室
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
お

子
様
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
跳
ば
せ
た
い
方
、

ご
相
談
に
の
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
火
・
水
・
木
曜
日
午
前
中
は
、

マ
マ
さ
ん
対
象
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
お
子
様
連
れ
大
歓
迎
で

す
の
で
跳
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

1
2
8
6
―

5
1
3
3

（
荒
木
）

役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課286－6720
町史編さん室 286－6705
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課286－6706

企 業 局
水 道 課286－1115
新エネルギー開発対策室286－1115
下 水 道 課286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社286－1800
社会福祉協議会 286－6953

お問い合わせは
こちらまで

内
談
町
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼
国
民
健
康
保
険
等
診

療
報
酬
明
細
書
点
検
事
務
補
助
員

1
名

応
募
資
格
▼

1
内
談
町
に
在
住
す
る
60
歳
未
満
の
方

2
医
療
事
務
経
験
者

（
医
療
事
務
資
格
者
を
優
先
し
ま
す
）

勤
務
条
件
▼

1
賃
金

時
給
7
9
0
円

2
勤
務
日
時

原
則

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

採
用
予
定
日
▼
12
月
8
日
（月）

応
募
期
限
▼
11
月
25
日
（火）

応
募
要
領
▼

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
期
限
ま
で
に

役
場
保
険
年
金
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験
▼

日
時
、
場
所
は
後
日
、
本
人
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
保
険
年
金
課

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

6
月
か
ら
始
め
た
痴
呆
予
防
教
室
も
い
よ

い
よ
最
後
の
シ
リ
ー
ズ
と
な
り
ま
す
。

痴
呆
に
関
心
の
あ
る
方
を
は
じ
め
、
自
分

に
限
っ
て
な
る
は
ず
が
な
い
！

と
思
っ
て

い
る
あ
な
た
も
決
し
て
無
縁
と
は
い
え
な
い

痴
呆
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
12
月
に
は
管
理
栄
養
士
さ
ん
に
よ

る
「
痴
呆
を
予
防
す
る
食
事
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
試
食
も
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
（
無
料
で
す
）。
日
頃
の
食
生

活
に
い
か
し
て
痴
呆
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
▼
11
月
12
日
（水）
「
痴
呆
を
知
ろ
う
!!
」

11
月
19
日
（水）
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

午
前
11
時
〜
12
時

場
所
▼
ア
カ
シ
ア
公
民
館

日
時
▼
12
月
3
日
（水）

講
演
会

「
痴
呆
を
予
防
す
る
食
事
」

講
師

管
理
栄
養
士

午
後
3
時
〜
4
時

場
所
▼
向
陽
台
公
民
館

和
室

町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
球
に
や
さ
し
い
で
す
か
？

あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

「
環
境
学
習
の
風
よ
吹
け
」

〜
他
人
事
か
ら
自
分
事
へ
・

ゴ
ミ
っ
て
何
だ
ろ
う
？
〜

講
師
に
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
小
野
三

津
子
氏
を
迎
え
、
な
か
な
か
減
ら
な
い
ゴ
ミ

に
つ
い
て
基
調
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
考
え
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
▼
11
月
30
日
（日）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所
▼
内
談
町
役
場

町
民
ホ
ー
ル

主
催
▼
内
談
町
連
合
婦
人
会

内
談
町
壮
年
会
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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暮
ら
し
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介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
は
介
護
保
険
料
の
納
期
で
す

普
通
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
ら
な

い
方
）
の
平
成
15
年
度
第
3
期
分
の
納
期
限

は
、
12
月
1
日
（月）
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
・
納
付
書
に
よ
る

金
融
機
関
へ
の
納
付
）

平
成
15
年
度
中
に
65
歳
に
到
達
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
9
月
ま
で
は
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
の
納
期

第
1
期

7
月
10
日
〜
7
月
31
日

第
2
期

9
月
1
日
〜
9
月
30
日

第
3
期

11
月
1
日
〜
12
月
1
日

第
4
期

1
月
1
日
〜
2
月
2
日

第
5
期

3
月
1
日
〜
3
月
31
日

○
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

平
成
14
年
度
中
に
65
歳
に
到
達
し
、
第
1

号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、

原
則
、
平
成
15
年
10
月
か
ら
の
納
付
方
法
が
、

普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
介
護
保
険
室

『
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
学
』

開
催

女
性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

参
画
で
き
る
よ
う
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
る
著
名
な
女
性
の
生
き
方
・
考
え
方
・

体
験
を
聞
き
、
ご
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る

際
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
『
女
性
チ
ャ

レ
ン
ジ
大
学
』
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。

1
11
月
22
日
（土）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

石
川
県
社
会
福
祉
会
館

講
師
▼
浅
野
加
寿
子

（
N
H
K
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

演
題
「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
放
送
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
私
の
仕
事
〜
」

2
12
月
7
日
（日）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
小
谷
実
可
子

（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

演
題
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
付
録
―
イ
ル
カ
と

会
っ
て
学
ん
だ
こ
と
―
」

内
談
町
で
は
第
2
回
目
の
小
谷
実
可
子
さ

ん
の
講
演
の
模
様
を
、
遠
隔
テ
レ
ビ
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
文
化
会
館
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
12
月
7
日
（日）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
▼

内
談
町
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
部
企
画
調
整
課

ご
み
処
理
施
設
視
察
研
修

参
加
者
募
集

内
談
町
で
は
ご
み
の
分
別
徹
底
に
よ
る
減

量
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
町
民
を
対
象

に
県
内
の
先
進
的
な
ご
み
処
理
施
設
の
視
察

研
修
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
ご
み
や
環
境
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
町
民
各
位
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
居
住

地
区
や
こ
れ
ま
で
の
参
加
の
有
無
な
ど
を
考

慮
し
環
境
対
策
室
で
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▼
11
月
27
日
（木）

午
前
8
時
45
分

役
場
集
合
〜

午
後
4
時
解
散
予
定

視
察
先
▼

河
北
郡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
津
幡
町
）

羽
咋
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
羽
咋
市
）

石
川
北
部
R
D
F
セ
ン
タ
ー
（
志
賀
町
）

※
バ
ス
で
移
動

視
察
内
容
▼
R
D
F
（
固
形
燃
料
）
化
施
設
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ど

募
集
人
数
▼
35
名

応
募
方
法
▼

公
民
館
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
環
境
対
策
室
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
F
A
X
可
）。

応
募
期
限
▼
11
月
13
日
（木）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
環
境
対
策
室

町
史
編
さ
ん
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

内
談
町
で
は
、
平
成
16
年
度
発
刊
を
目
指

し
て
、「
内
談
町
史
第
二
編
」
の
編
さ
ん
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
の
お
家
に
昔
の
内
談
町
の

風
景
や
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校
等

の
建
物
、
当
時
の
生
活
の
様
子
の
わ
か
る
写

真
・
絵
・
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
古
文
書
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是

非
町
史
編
さ
ん
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
借
り
し
た
写
真
・
絵
・
ス
ケ
ッ
チ
等
は
責

任
を
持
っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

今
回
特
に
大
根
布
に
あ
っ
た
木
造
の
役
場

の
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
の
方
あ

る
い
は
持
っ
て
い
る
方
を
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
は
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
▼
総
務
部
町
史
編
さ
ん
室

大根布の役場前（昭和30年代） 写真提供：中本徹氏（大学2）
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報

平
成
15
年
度

高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
（
65
歳
以
上
）

が
一
部
自
己
負
担
で
接
種
で
き
ま
す
。
接
種

希
望
者
は
す
で
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
接
種

券
お
よ
び
予
診
票
を
持
参
の
上
、
医
療
機
関

で
接
種
く
だ
さ
い
。
な
お
、
医
療
機
関
に
は

予
約
（
電
話
連
絡
）
の
上
、
受
診
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間
▼
11
月
1
日
〜
12
月
31
日
（
た
だ

し
休
診
日
は
除
き
ま
す
。
年
末
は
休
診
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

接
種
場
所
▼
町
が
契
約
す
る
医
療
機
関
（
案

内
時
に
一
覧
表
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
医
療

機
関
で
接
種
希
望
の
場
合
は
内
談
町
保
健

セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

自
己
負
担
額
▼
5
0
0
円
（
医
療
機
関
窓
口

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
13
年
12
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
１

級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
の
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
11
月
25
日
（火）

か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う

冬
は
寒
さ
や
乾
燥
の
た
め
に
、
か
ぜ
を

ひ
き
や
す
い
季
節
で
す
。
か
ぜ
は
万
病
の
も

と
。
日
頃
か
ら
体
調
を
整
え
、
元
気
に
冬
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
で
で
き
る
予
防
法

◯
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
ビ
タ
ミ
ン
補
給

◯
極
端
な
厚
着
・
薄
着
は
し
な
い

◯
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
中
は
、
な
る
べ

く
人
ご
み
を
避
け
る

◯
石
鹸
を
使
っ
て
こ
ま
め
に
手
を
洗
う

◯
十
分
な
睡
眠

◯
体
調
を
調
え
る
適
度
な
運
動

◯
タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
に
気
を
つ
け
る

◯
帰
宅
後
は
う
が
い
を
て
い
ね
い
に
行
う

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

演
題
▼
「
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
に
向
け

て

〜
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

創
ろ
う
〜
」

講
師
▼
金
沢
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー

教
授

鈴
木

漠

氏

日
時
▼
11
月
17
日
（月）

午
後
7
時
30
分

会
場
▼
内
談
町
文
化
会
館
三
階
視
聴
覚
室

絵
手
紙
教
室
の
ご
案
内

〜
貴
方
の
想
い
を
絵
手
紙
に
〜

手
持
ち
の
画
材
で
、
貴
方
だ
け
の
年
賀
状

を
作
り
ま
せ
ん
か
？

日
時
▼
土
曜
日
3
回
コ
ー
ス

1
回
目

11
月
22
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午

2
回
目

11
月
29
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午

3
回
目

12
月
6
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午

講
師
▼
宮
下
外
茂
子

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家

2
階
講
習
室

受
講
料
▼
5
0
0
円
（
3
回
で
）

材
料
費
▼
ハ
ガ
キ
代
程
度

持
ち
物
▼

鉛
筆
・
色
鉛
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
ク
レ
ヨ

ン
・
水
彩
絵
の
具
、
等
、
家
に
あ
る
も
の
だ

け
で
い
い
の
で
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

題
材
は
、
書
き
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
な
け
れ
ば
、
先
生
の
方
で
用

意
し
た
も
の
を
使
い
ま
す
。

定
員
▼
20
名

対
象
▼
町
内
在
住
・
ま
た
は
勤
務
の
方

締
切
日
▼
11
月
20
日
（木）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

働
く
婦
人
の
家

★
皆
様
、
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
！
★

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

※
該
当
者
の
方
に
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
チ
ェ
ッ
ク

働
く
ル
ー
ル
の
最
低
賃
金

石
川
県
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
、
臨
時
工
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
、
県
内
の
全
て
の
全
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃
金
で
す
。

平
成
15
年
度
は
、
前
年
度
の
時
間
額
6
4
5

円
が
据
え
置
き
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

事
業
の
業
種
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
石
川
県

最
低
賃
金
よ
り
金
額
が
高
い
産
業
別
最
低
賃

金
（
特
定
産
業
の
基
幹
労
働
者
に
適
用
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
労
働
局

1
2
6
5
―

4
4
2
5

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
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ポ
ス
タ
ー
、
作
文
募
集
に
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
選

の
皆
様
で
す
。

ポ
ス
タ
ー

優
秀
賞

船
木

遥
（
内
談
中
2
年
）

佳

作
柚
木

紀
香
（
鶴
ヶ
丘
小
2
年
）

鈴
木

進
也
（
内
談
中
3
年
）

遠
山

権
也
（
内
談
中
3
年
）

作
文

優
秀
賞

茶
谷

夏
生
（
鶴
ヶ
丘
小
6
年
）

佳

作
片
山
実
可
子
（
向
粟
崎
小
5
年
）

村
田

言
恵
（
向
粟
崎
小
5
年
）

彦
坂

志
穂
（
向
粟
崎
小
5
年
）

島
田

真
帆
（
内
談
中
1
年
）

宮
下

栞
（
内
談
中
1
年
）

※
託
児
ル
ー
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す

（
無
料
）。
ご
希
望
の
方
は
12
月
5
日

（金）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

我
町
の
ロ
マ
ン
溢
れ
る
歴
史
の
一

ペ
ー
ジ
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

実
施
時
期
▼
12
月
6
日
（土）

午
後
5
時
30
分
開
演

会
場
▼

内
談
町
文
化
会
館
・
風
と
砂
の
館

主
催
▼
内
談
砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

内
容
▼

☆
粟
崎
遊
園
特
別
展

（
文
化
会
館
内
、
風
と
砂
の
館
）

☆
内
談
砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）

第
1
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

北
陸
の
宝
塚
「
粟
崎
遊
園
」
の
夢

を
め
ぐ
っ
て

・
桃
山
学
院
大
学
教
授

津
金
澤
聡

廣
・
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ

上
原

ま
り

・
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ

泉

つ
か
さ

・
石
川
県
歴
史
博
物
館
学
芸
専
門
員

本
康

宏
史

第
2
部

大
衆
演
芸
（
若
草
一
郎
一
座
）

第
3
部

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

「
我
が
青
春
の
宝
塚
」

・
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ

上
原

ま
り

・
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ

順

み
つ
き

・
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ

平

み
ち

第
4
部

筑
前
琵
琶
に
よ
る
「
源
氏

物
語
」

上
原

ま
り

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家

軽
運
動
室

定
員
▼
30
名

対
象
▼
町
内
在
住
の
方

（
た
だ
し
学
生
は
除
く
）

受
講
料
▼
2，
0
0
0
円

講
師
▼

（財）
日
本
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟
所
属

石
川
県
プ
ロ
・
ダ
ン
ス
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
協
会
会
員

高
畠
三
郎
氏
・
佐
々
木
満
子
氏

服
装
▼
動
き
や
す
い
服
装

応
募
方
法
▼
電
話
ま
た
は
F
A
X
に
て
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
電
話
番
号
を

働
く
婦
人
の
家
へ

応
募
締
切
▼
11
月
21
日
（金）

囲
碁
大
会
の
お
知
ら
せ

日
時
▼
11
月
16
日
（日）

場
所
▼
緑
台
公
民
館
ホ
ー
ル

受
付
▼
午
前
9
時
〜
9
時
30
分

開
始
▼
午
前
9
時
45
分

参
加
費
▼
1，
0
0
0
円

（
当
日
持
参
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
▼
11
月
13
日
（木）
ま
で
に

（
名
前
と
段
・
級
）

申
し
込
み
先
▼
内
談
町
囲
碁
協
会

石
川

1
2
8
6
―

3
1
2
6

藤
田

1
2
3
8
―

4
1
7
1

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
へ
の
お
誘
い

個
性
的
に
素
敵
に
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
！

ベ
ー
ス
は
ド
ラ
イ
＆
生
花
で
。

日
程
▼

夜
の
部

11
月
28
日
（金〉

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

昼
の
部

12
月
1
日
（月）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

締
切
日
▼
11
月
21
日
（金〉

講
師
▼
竹
内
み
よ
え

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家

2
階
講
習
室

受
講
料
▼
5
0
0
円

材
料
費
と
し
て
別
途

1，
0
0
0
円
〜
2，
0
0
0
円

持
ち
物
▼
花
切
り
ば
さ
み

定
員
▼
各
15
名

※
生
花
を
人
数
分
用
意
し
ま
す
の
で
、
締
切

日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

働
く
婦
人
の
家

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
コ
ー
ス

受
講
生
募
集

日
程
▼
11
月
27
日
（木）
よ
り
毎
週
木
曜
日
夜
、

全
10
回
コ
ー
ス

11
月
27
日
・
12
月
4
日
・
12
月
11
日
・
12

月
18
日
・
1
月
8
日
・
1
月
15
日
・
1
月
22

日
・
1
月
29
日
・
2
月
5
日
・
2
月
12
日

内
容
▼
ジ
ル
バ
・
ブ
ル
ー
ス
・
ワ
ル
ツ
・
タ

ン
ゴ
・
ル
ン
バ
・
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
な
ど

時
間
▼
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

第 6 回内談砂丘フェスティバル『粟崎遊園祭』
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暮
ら
し
の
情
報 問

い
合
わ
せ
先
▼

1
0
1
2
0
―

3
8
―

6
9
6
6高

多

健
一

人
権
啓
発
講
演
会
開
催

県
民
一
人
一
人
が
人
権
の
意
義
や
そ
の
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
人
権
尊
重
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
本
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
▼
11
月
26
日
（水）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
ま
で

場
所
▼
内
談
町
文
化
会
館

講
師
▼
落
語
家
・
教
育
評
論
家

桂

文
喬

ぶ
ん
き
ょ
う

さ
ん

演
題
▼
「
考
え
よ
う
！

こ
と
ば
と
人
権
」

主
催
▼
石
川
県
・
内
談
町
・
石
川
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

※
参
加
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
入
場
で
き

ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を

骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
は
、
常
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
保
健

所
ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

（財）
骨
髄
移
植
推
進
財
団

1
0
1
2
0
―

4
4
5
―

4
4
5

石
川
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

1
2
2
5
―

1
4
3
8

石
川
県
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

開
講
日
▼

11
月
（
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
金
沢
本
校
）

一
般：

12
・
13
日
、
19
・
20
日

若
年：

17
・
18
日

中
高
年：

26
・
27
日

12
月
（
石
川
県
若
者
し
ご
と
情
報
館
〈
旧
県
庁
〉）

一
般：

4
・
5
日
、
8
・
9
日
、
15
・
16
日

若
年：

1
・
2
日
、
11
・
12
日
、
25
・
26
日

中
高
年：

18
・
19
日

内
容
▼
セ
ミ
ナ
ー
受
講
2
日
間

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

↓

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

1
時
間
×
2
回
（
予
約
制
）

実
施
・
運
営
▼

Ｌ
Ｅ
Ｃ
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

金
沢
市
昭
和
町
16
―

1
ヴ
ィ
サ
ー
ジ
ュ
3
F

お
申
し
込
み
先
▼

1
0
1
2
0
―

9
8
9
―

7
1
7

問
い
合
わ
せ
先
▼

1
2
2
4
―

5
0
0
1

※
参
加
費
等
々
の
費
用
は
一
切
発
生
致
し
ま

せ
ん
。第

2
回
い
し
か
わ

健
康
セ
ミ
ナ
ー
21

開
催
日
▼
11
月
24
日
（
月
・
振
替
休
日
）

会
場
▼
内
談
町
文
化
会
館

講
演
▼
「
元
気
と
若
さ
を
保
つ
食
事
」

管
理
栄
養
士
・
医
学
博
士

本
多
京
子

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の

休
止
の
お
知
ら
せ

◎
保
護
者
の
皆
様
へ

小
児
が
ん
の
一
種
で
あ
る
神
経
芽
細
胞
腫

を
早
期
に
発
見
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階

で
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
目
的
に
、

生
後
6
〜
7
か
月
の
乳
児
を
対
象
に
尿
検
査

を
全
国
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
検
査
に
よ
る
効
果
の
有
無

が
明
確
で
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
神
経
芽
細

胞
腫
検
査
を
平
成
15
年
11
月
以
降
、
休
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
既
に
検
査
容
器
を
受
け
取
っ
た
保
護
者
の

方
へ

（1）
既
に
検
査
容
器
を
受
け
取
っ
た
保
護
者
の

内
、
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
16

年
3
月
末
ま
で
に
石
川
県
医
師
会
臨
床
検

査
セ
ン
タ
ー
に
送
付
す
れ
ば
、
従
来
ど
お

り
無
料
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（2）
た
だ
し
、
平
成
16
年
4
月
以
降
に
、
石
川

県
医
師
会
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
に
送
付
さ

れ
た
検
体
に
つ
い
て
は
、
検
査
を
し
ま
せ

ん
の
で
、
御
注
意
願
い
ま
す
。

（3）
な
お
、
検
査
を
希
望
さ
れ
な
い
保
護
者
は
、

検
査
容
器
を
返
却
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
各
自
で
容
器
を
捨
て
て
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
河
北
地

域
セ
ン
タ
ー
）

1
２
８
９
―

２
１
７
７

内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

1 10月22日 道路台帳修正委託業務 セントラル航業㈱ 1,365,000
2 10月22日 北部土地区画3号緑道整備工事 オカノ建設工業 3,213,000
3 10月22日 資機材搬送車購入業務 長野ポンプ㈱ 5,565,000
4 10月22日 査察広報車購入業務 長野ポンプ㈱ 3,076,500
5 10月22日 風力発電事業啓発VTR等製作委託業務 ㈱ウェーブ社 3,990,000
6 10月22日 千鳥台2丁目地内宅地造成に伴う上水道管布設工事 ㈲アカシア管工 1,837,500

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者
平成15年度入札契約一覧（100万円以上）

契約金額（税込み）
（単位：円）

37 10月22日 鶴ヶ丘テニスコート人工芝舗装工事 北川ヒューテック㈱北陸支店 32,025,000 33,169,500
38 10月22日 湖西1号線舗装改良工事（その1） 吉田道路㈱ 16,065,000 16,376,850
39 10月22日 北部土地区画北部1号公園整備工事（造成工） 拓建工業㈱ 26,250,000 26,573,400
10 10月22日 北部土地区画北部1号公園整備工事（施設整備工） ㈲西川土木 15,540,000 15,756,300
11 10月22日 向陽台浄水場計装機器更新工事 荏原商事㈱ 11,235,000 11,881,800

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

内談町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を昨年度から試行しています。試行の対象は予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格試行対象工事）
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税 を 知 る 週 間
この社会　あなたの税がいきている

【平成15年11月11日（火）～11月17日（月）】

国や地方公共団体は、私たちの国民が豊かで安定した暮らしが
できるように、いろいろな活動を行っています。例えば、私たち
の身のまわりを見ても、社会福祉の充実、住宅や道路の整備、教
育の振興など、その活動は幅広い分野にわたっていますが、これ
らの経費は税によって賄われています。
税は、このように国や地方公共団体が活動するための大切な財

源であり、私たちが生活の向上と安全を願う限りどうしても負担
しなければならない、共同社会を維持するためのいわば『会費』
であるといえましょう。
国税庁では、このように私たちの生活に欠かせない税についてより深く知っていただくため、毎年11月

11日から11月17日までの期間を「税を知る週間」と定め全国統一キャンペーンを実施しています。
金沢税務署でも「この社会あなたの税がいきている」をスローガンにし、「暮らしを支える税」を週間テー

マとして、広く国民の皆さんに税の意義や役割についての理解を深め、考えていただけるようテレビ、ラジ
オ、新聞などのマスコミ、租税教室などの各種行事を通して、広報広聴活動を行います。

～これを機会に、税について考えてみましょう～

今月は個人事業税の納期です。

平成15年度第2期分
最寄りの金融機関で納期内に納税しましょう。

口座振替のお勧め
納税には、口座振替制度の御利用をお勧めし

ます。わざわざ毎期ごと納税のために金融機関
に行く手間が省けます。手続きは、金融機関に
備え付けの口座振替申出書に記載して提出して
ください。

問い合わせ先
石川県総務部税務課 1225―1272

平成15年分年末調整　説明会のご案内

開催日 11月19日（水）～11月20日（木）
開催場所 石川県地場産業振興センター（大ホール）
対象者 源泉徴収義務者
主催 金沢税務署
お願い
1 当日、ご都合の悪い方は、下記日程の都合の良い
日時をご利用ください。
2 駐車場に限りがありますので、なるべく公共交通
機関をご利用ください。
3 郵送しました関係書類を必すご持参ください。

開催日 時間 対象者

11月19日（水）午後1時45分 本店法人のうち

～午後3時45分 ア行～サ行

11月20日（木）午前9時45分 本店法人のうち

～午前11時45分 タ行～ワ行

午後1時45分 官公庁・支店法人・

～午後3時45分 その他法人・個人
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会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1才6か月児健診
11月18日（火）対象14年 4月生
12月 9日（火）対象14年 5月生

（受付時間）13：00～14：00

4か月児健診
11月25日（火）対象15年 7月生
12月16日（火）対象15年 8月生

（受付時間）13：00～14：00

3才児健診
11月11日（火）対象12年 7月生
12月 2日（火）対象12年 8月生

（受付時間）13：00～14：00

11月20日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

絵本の読みきかせ
のほか、フリートー
クもあります。どな
たでもお気軽においで
ください。

『だんごころころ』
松谷みよ子 ぶん
和歌山静子 え

今月のテーマ『あかちゃんの
むかしむかし』

ツベルクリン反応検査とBCG接種
11月25日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

11月27日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成15年7月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●BCG 接種（受付時間）13：15～14：00

｝
12月16日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

12月18日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成15年8月生｝ひよこっこサークル

12月10日（水）対象 5～6か月児
（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教 室 13：30～15：00
（内容）子どもたちの栄養を考えよう

～離乳食すすんでる？～
※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方
などで聞きたいことがある方はお越しください。

献血のお知らせ
11月9日（日）
13：30～16：00
東京ストアー

11月23日（日）
9：00～12：00
鶴ヶ丘北公民館
13：30～16：00
中央公民館

ご協力をお願いします

すくすく赤ちゃん!!＆マタニティクラス
11月20日（木）

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

0才児の親子あそびの教室

◎みんなで考えよう
テーマ『母乳』
★“先輩ママ”と“これからママ”の
妊娠・出産・育児の本音！

（時間） 受付 13：00～13：30
教室 13：30～14：30

◎親子で遊ぼう
今月のテーマ

『楽しくあそぼう1』
～メリーゴーランド～

★妊婦さんも一緒に
赤ちゃんとふれあいタイム♪

11月19日（水）

10：00～10：45
（受付 9：30～10：00）

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

※10：45から
町立保育所保育士による、
育児相談があります！

どなたでも
お 軽に
おいでください

どなたでも
お気軽に
おいでください

平日 9：00～12：00
（月～金）

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ
・オムツやごみは持ち帰ってネ
・おもちゃや絵本はかたづけてネ

平日 9：00～12：00
13：00～17：00

土曜日
10：00～12：00

（月～金）

～～～～
～～～～～～～～～

子育てのこと、保育所の
こと…など、なんでもお
聞きください。
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（10月16日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

譲
り
ま
す

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●学習机といすと本棚のセット
●ネコ用トイレ
●おもちゃの乗り物（室内用）
●赤い三輪車
●清湖小女児スカート（120cm）

●譲って下さい（希望品）
町立保育所スモッグ（M、L）、キックボード、アップライトピアノ、
和服の帯、自転車の空気入れ、プラレール、
CDラジカセ、折りたたみ式自転車、14インチテレビ、
中央出版トータル養育セット、一輪車、ノートパソコン、
女児ベビー服80cm程度、
男児ベビー服95cm以上、婦人用自転車、
清湖小体そうズボン（140cm以上）、ベビーチェアか踏み台、
清湖小体そう服上下（140～150cm）、
向粟崎小学校女児制服140cm程度、小学校1年生の教科書
幼児用自転車、子供用自転車（女児用16または18インチ）、
子供用自転車16インチ（男児用）、補助輪のある自転車

●譲ります（提供品）
内ばきズック（青色26.5cm） 鏡台

洋服ダンス（茶色、木目） エレクトーン

マミーBOX（ほ乳ビン保管用のもの） 書棚

バイオリンの肩あて

内談中男子制服半そでカッターシャツ（サイズM）

ゆりかご（竹で編んであるもの）

練炭、練炭火鉢、七輪 宝生流ろう曲本

不用品リサイクル登録情報

11
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
時
▼
11
月
21
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

演
題
▼「
こ
と
ば
の
魅
力
、
話
の
こ
こ
ろ
」

講
師
▼
石
川
県
話
し
方
研
究
協
議
会

元
理
事
長

山
河

隆

氏

12
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
時
▼
12
月
1
日
（月）

午
後
1
時
30
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

演
題
▼「
銭
五
の
活
躍
と
家
族
の
そ
れ
か
ら
」

講
師
▼
石
川
県
銭
屋
五
兵
衛
記
念
館

職
員

米
田

志
津
子

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談
（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
婦
人
の
家

と

き
▼
11
月
21
日
（金）

午
後
1
時
〜
4
時

今
月
の
納
税
納
期
限
平
成
15
年
12
月
1
日
（月）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
―

○
国
民
健
康
保
険
税

第
8
期

町
税
（
町
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続

き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金

庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課



な
ま
え

住

所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

宇
野

う

の

文あ
や

乃の

杉
浦

す
ぎ
う
ら

美み

咲さ
き

中な
か

野の

泰た
い

智ち

吉よ
し

田だ

元げ
ん

気き

西
川

に
し
か
わ

雛ひ
な

亀
谷

か
め
た
に

拓た
く

人と

吉よ
し

本も
と

将
し
ょ
う

吾ご

山や
ま

本も
と

無む

量
り
ょ
う

澤さ
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次回のまいどさんは谷内さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

谷内 力さん（大根布6）

今月は 水上さん から紹介のあった、谷内 力さんに登場していただきます。

10年前に結婚と同時に内談へ来ました。
趣味でサーフィンをするので、それ以前から内談はよく知っていて、好

きな町でした。今回紹介していただいた水上君もサーフィンの仲間です。
昔、サーフィンをするために大浜の住宅地の奥から、アカシアの林を抜

けて海へ出たのが懐かしいです。当時はバリ島みたいな雰囲気でカッコ
良かったです。海へは今も毎週行っています。夏は家族で海水浴やバーベ
キューなどをして楽しんでいます。
この海岸は、何もしないで海を眺める人や散歩する人、釣りや凧上げ、

海水浴、サーフィン、ジェットスキーなど、たくさんの人たちが集まります。
一つの海岸でこれだけ多くのことができるのが内談海岸の魅力ではない
でしょうか。
きっと多くの人たちがここで癒されているのだろうと思います、だから、
この海岸この町を大事にしていきたいと思います。

町へ一言：内談町主催でサーフィンやウィンドサーフィンの大会など、海
を利用した行事をしてほしいです。

みずかみ や ち つとむ
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新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ 4月1日から下記のとおり毎週月・

木曜日の地区と火・金曜日の地区に変わりました。

2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大学 1 丁目

大学 2 丁目

大 根 布

宮 坂

北部土地区画

西 荒 屋

室

湖 西

21
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

21
18：30～19：30

21
19：00～20：00

21
19：30～20：30

20
19：00～20：00

20
20：00～21：00

20
19：00～20：00

21
6：30～7：30

28
6：30～7：30

27
19：00～20：00

27
19：00～20：00

23
8：00～8：30

28
8：00～9：00

28
19：00～20：00

28
18：30～19：30

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
11：00～12：00

19
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

11月 12月

19
18：30～19：30

19
19：00～20：00

19
19：30～20：30

18
19：00～20：00

18
20：00～21：00

18
19：00～20：00

19
6：30～7：30

26
6：30～7：30

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

21
8：00～8：30

26
8：00～9：00

26
19：00～20：00

26
18：30～19：30

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
19：00～20：00

26
18：00～19：00

26
11：00～12：00
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〃

〃

〃
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〃

〃
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〃

〃

〃
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〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃
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〃

〃

5
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5

〃

〃

〃

3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,739
450
430
803
1,249
732
1,611
999
687
1,626
527
427
372
440
111
541
239
89

13,072
△5

1,808
540
459
862
1,249
798
1,665
1,104
717
1,660
507
612
378
462
103
551
273
85

13,833
△5

3,547
990
889
1,665
2,498
1,530
3,276
2,103
1,404
3,286
1,034
1,039
750
902
214
1,092
512
174

26,905
△10

1,181
355
323
606
797
516
1,102
739
520
1,083
486
579
263
264
64
315
151
54

9,398
7

内談町字別人口世帯数 平成15年9月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

11～12月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
11/9
（日）

11/16
（日）

11/23
（日）

11/24
（月・祝）

11/30
（日）

12/7
（日）

二ツ屋病院（内） 高松町二ツ屋り72 281-0172

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

浅野医院（内･小） 宇ノ気町宇野気リ135 283-0002

上島クリニック（婦･産･内） 津幡町清水ア25 289-2233

北谷クリニック（消･外･小･内）高松町高松ア1-1 281-8801

二宮内科医院（内･小） 津幡町潟端ト70-8 288-3188

たにぐち眼科医院 内談町大学2丁目197 286-6222

さかきばら内科医院（内･小）津幡町庄ト1-15番地 288-7770

由雄クリニック（内･循） 津幡町横浜は50-6 288-8584

らいふクリニック（内） 七塚町白尾ロ32-1 283-6200

紺井医院（内･小） 内談町緑台1丁目7 238-1277

山崎耳鼻咽喉科クリニック 七塚町白尾イ44-2 283-7070

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。※

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920－0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

11月19日（水） 11月20日（木） 11月21日（金）

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

12月17日（水） 12月18日（木） 12月19日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

お願い 上記持込時間内にお持ちください。
詳しくは家庭ごみカレンダーをごらんください。

休日のリサイクルステーション
設置についてのお知らせ

アルミ缶、スチール缶、ペットボトルなどは現在、月１回
各町会で回収していただいていますが、お仕事などの都合で
町会での回収へ持ち込みできない人のため、次のとおり、役
場にリサイクルステーションを設け、町会同様の資源物の回
収を実施いたしますので、ご利用ください。

日時 11月23日（日） 午前９時30分～11時30分
場所 役場１階西駐車場
内容 アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、ビン類、
紙パック、廃食用油

お願い 缶、ビン類、紙パックは洗ってお持ちください。
次回の予定 平成16年３月28日（日）
問い合わせ先 町民部環境対策室


